
平成 27 年度 

公益社団法人日本技術士会東北本部  

応用理学部会年次大会 

特 別 講 演 
 

「御嶽山・岩手山の噴火対応の事例に基づく 
蔵王山の防災対応」 

 
 

講師：齋藤徳美氏（岩手大学名誉教授、 

岩手大学地域連携推進機構 客員教授） 
 
 
 
 
 

 

日時：平成 27 年 5 月 22 日（金）15 時～17 時 

場所：株式会社ユアテック 3 階 A 会議室 
仙台市宮城野区榴岡 4 丁目１-１ 



プロフィール紹介 
齋藤徳美 (さいとう とくみ)氏 
岩手大学名誉教授・岩手大学地域防災研究センター客員教授 
昭和 20 年秋田市生まれ、70 歳 

略歴  
 昭和 43 年 3 月、東北大学工学部資源工学科卒業 
昭和 48 年 3 月、東北大学大学院工学研究科博士課程修了、工学博士 
昭和 53 年 3 月、工学部助手として岩手大学に赴任、助教授、教授、学長特別

を経て、 
平成 16 年 3 月、国立大学法人岩手大学理事・副学長、 
平成 22 年 6 月、岩手大学を退任し、放送大学岩手学習センター所長就任 
平成 2７年 3 月、放送大学岩手学習センター所長退任 
 

専門は地下計測学・地域防災学、 
平成 10 年頃から噴火危機が叫ばれた岩手山の火山防災体制（研究者・行政機

関・報道機関・住民が連携して地域の安全を守る、岩手方式）の構築を牽引、

現在も「岩手県の火山活動に関する検討会座長」「岩手山火山防災協議会副会長」。 
 日本最大規模の産廃不法投棄の対策を行う「青森・岩手県境不法投棄現場の

原状回復対策協議会委員長」として、環境再生に尽力。 
 東日本大震災以降は、「岩手県津波復興委員会・総合企画委員会委員長」とし

て復興計画の立案、進捗管理などを担当、また「釜石市鵜住居防災センターに

おける津波被災調査委員会委員長」などを務め災害復興に尽力している。 
 
著書に、「1998 年岩手山噴火危機対応の記録」「地域防災・減災、自治体の役

割」「講義録、岩手の大地に抱かれて生きる」など。 
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御岳山・岩手山の噴火対応の

事例に基づく蔵王山の防災対応

岩手大学名誉教授

岩手大学地域防災研究センター客員教授

齋藤 徳美
（岩手県の火山活動に関する検討会座長）

（岩手山火山防災協議会副会長・栗駒山火山防災協議会副会長）

技術士会東北支部、2015年５月２２日、1５時～1７時、仙台 警報レベル未導入 2相当・火口周辺警報

火口域：馬の
背カルデラ、
噴石1.2km、

エコーライン
にかかる

観光への影響
大きい

岩手日報、2015
年4月14日

「要約」

蔵王山で火山活動が活発化
の兆し、でも何が起きるか、起
きないのか不明。

突然？噴火した御岳山、未遂
に終わった岩手山の事例を参
考に、減災に何をなすべきか
考えましょう。

講演の内容

１、自然災害は地球の息吹き

２、御嶽山の噴火は予測できたか

３、蔵王山、噴火の歴史と対応

４、1998年岩手山噴火危機対応
に学ぶ

１、初めに
自然災害は地球の
息吹き、これからも
発生する

宇宙から見た地球

オーストラリア

日本

ＪＡＸＡ
パンフレット

大気（気体）
水（液体）
岩（個体）

流動し、
進化し
続ける
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温まると軽く
なって上昇

空気の渦が
台風、竜巻

竜巻は予測
困難、堅強な
建物・地下室
への避難

2013年9月3日、朝日新聞

局所豪雨の事前予測可能か 伊豆大島土石流

2013年
10月16
日

死者36名
不明3名

2013年8月17日
朝日新聞

避難勧告を地域・時間適切に発令でき
るか？

死者74名

2014年8月21日、
朝日新聞

避難勧告発令の課題市町村長の責務

局地的豪雨の
場所、降雨量、時間

５ｋｍメッシュデータは気象庁も 事前予測は困難
大雨警報～市町村単位
特別警報～県単位 全市民を避難させうるか、不可能
情報の共有と判断を協議するシステムの構築が必要

民放などの予測図は、民間会社のものもあり、確実性は高くな
い

軟弱な真砂土斜面に這い登る宅地
「自分の住居の安全性を知る必要」

土砂災害警戒区域：全国に35万箇所
特別警戒区域：20.5万箇所

広島土石流

事前避難
以外に免
れる手はな
し

広島土石流
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「住民の判断」が重要
居住地の特徴を理解

激しい降雨

崖面からの湧水・落石

異臭 などを引き金に

避難場所、ルートの確認

地球の
内部構造

１地球大進化１、NHK出版
（２００４年）

高温

対流

半径6378km
球

地殻
30~40km

熱によりプ
レートが移動

地震・噴火を
起こす

新燃岳の噴火

宮崎日日新
聞、2011年
1月28日

新燃岳

2011年1月27日

噴火初期、火
砕流への対応
町単独で避難
勧告

賛否あり

南日本新聞、2011年1月31日

土石流へ避難基準、町
が単独で決める

時間雨量4mm以上
南日本新聞、2011年2月10日

• 降灰地域、降雨量など一定の基
準必要だし、また、適宜判断も要
する

• 気象台・岩手河川国道事務所、
災害対策委、市町村の協議体制
の構築必要

【岩手県、2014年8月末の岩手山
噴火想定総合訓練で、実践】
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避難勧告の判断事例、気象台・国交省・研究
者が協議し、県知事に助言する岩手県システ
ム

2014年8月
30日岩手県庁

での訓練

県知事

２、御嶽山の噴火は
予測できたか

御嶽山噴火、水蒸気爆発は予測できたか

2014年9
月27日

死者57名
不明6名

2014年9月28日、岩手日報

御岳山噴火の瞬間

御岳山、降り注ぐ噴石 御岳山、噴石による
クレーター
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噴火警戒レベルの問題点
気象庁、２００７年１２月１日から 防災情報に踏み込む

土石流は対象外。事前に設定できなければ、「警戒」にならず。
そもそも、火山学、観測体制、人材とも不十分。

５ 避難 （噴火警報、居住地）

４ 避難準備 同

市町村の避難勧告との連携体制

３ 入山規制 （噴火警報、火口周辺）

２ 火口周辺規制 同

１ 平常 （噴火予報）緑信号と誤解

御嶽山～1979 まで有史以来噴火
なし、その後事態は変わった

1979  水蒸気噴火 噴煙3000m
1991 水蒸気噴火
2007 水蒸気噴火
マグマ上昇して、活動的に変身、2014年9月10

日52回、11日85回は異常徴候
火口周辺立ち入りは規制すべきだった

他の火山の水蒸気爆発は困難だ
が、御岳山は警告できたかも

27

0

2

5

1

483変則対数表示のグラフで見ると
六日間地震が増え続けて
ピークを過ぎても
まだぐずぐずしていたことが分かる

地震回数ゼロが28日間以上続い
ていたこと自体おかしかった

岡田弘名誉教授

岡田弘名誉教授

岡田弘名誉教授 気象庁は、「正直」に「丁寧」に説明せよ わ
かると信じ込ませているなら、説明責任果たしていない

１、噴火警戒レベルは事前に出せないことあり～本来
の警報の役果たせず、事後予知

２、レベル１は緑信号にあらず～平常時でも危険な場
所はある→活火山であることに留意と変更

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・

３、局地的降雨の事前予測困難

４、特別警報はエリアを特定できない

伝達手段を整備しても、不確かでは役立たず

教訓
大津波3mの誤り、御岳のレベル１での犠牲、
検証をして責任を明確に！



2015/5/22

応用理学部会平成27年度年次大会特別講演 6

吾妻山、レベル２へ

2014年12月12日

岩手日報、2012年12月13日

桜島で爆発的噴火
阿蘇山で活動活発
さらに・・・

大穴火口の噴気強く、500m立ち入り禁
止

直下にスカイライン、駐車場

2010年11月7日、齋藤撮影

福島市街地からも、噴気観測、
3.11地震以前から噴気は活発

2010年11月7日、齋藤撮影

箱根山、レベル２へ 2015年5月6日

岩手日報、2015年5月8日

岩手日報、2015年5月8日

大涌谷火口立ち入り禁止、ロープウェイ運休

芦ノ湖

大涌谷

元箱根

箱根山の地形

東西8km,南北
12kmのカルデラ、
大涌谷は12~13世紀

に水蒸気爆発を起こ
した火口

外輪山

神山

駒ケ
岳

強羅
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事前にレ
ベルごと
規制範囲
を決定

対応迅速
に出来た

大涌谷

3.11 以降、日本の火山活
動は活発化

・水蒸気噴火の予測は厳しい

・気象庁のレベル判断待ちに

・観光と安全の兼ね合い

課題は多数

３、蔵王山、噴火の
歴史と現状

活動は活発化、先の予測は
難しい

蔵王山とは

安山岩～玄武岩の成層火山群

100~70万年前：水中でマグマ活動

40~10万年前：熊野岳(1841m)・刈田岳な
ど山体の骨格形成

3万年前：カルデラの形成（直径約2km)

2千年前：火砕丘五色岳、火口湖御釜（五
色沼）、有史以来御釜の活動多数

2km

N

蔵王山 日本名所大地図（ユーキャン）

蔵王山遠望、宮城県大河原町

ウイキペディア
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御釜
五色岳

刈田岳

馬の背

熊野岳1841m

ハイライン

蔵王エコーライン

南方上空からの蔵王山

山形県ホームページ

御釜と五色岳

2007年10月23日、齋藤撮影

御釜

五色岳

多数の観光客が立ち寄る
刈田岳

御釜

ポチコ ハナコ

2007年10月23日、齋藤撮影

最近の噴火～小・中規模噴火は頻繁
以降も、鳴動や地震しばしば活発

1940:御釜北東、水蒸気噴火
1918:御釜沸騰
1895:御釜、水蒸気噴火、白石川洪水
1894:噴火 1873:噴火
1867:御釜、水蒸気噴火、洪水死者3名
1833:噴火 1831:噴火 1822：噴火
1809:御釜、水蒸気噴火・・・・・・・・・この間多数
1694:五色岳？中規模水蒸気噴火・・・この間多数
15~16世紀：五色岳、中規模水蒸気噴火ーマグマ噴火
1２~15世紀：五色岳、中規模水蒸気噴火ーマグマ噴火
12~13世紀：五色岳、中規模水蒸気噴火ーマグマ噴火
8~13世紀：五色岳、中規模水蒸気噴火ーマグマ噴火

蔵王山
火山防
災マッ
プ

2002年
3月策定

火口は
御釜、
2000年
前以降
の最大
規模実
績

宮城県ホームページ

１．５ｋｍ

拡大図
噴石 火砕流

融雪型火山泥流

御釜

山形県ホーム
ページ
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蔵王山観測点

蔵王山火山活動解説資料、気象庁、2013年3月

水蒸気爆発など
の事前予測は
困難

蔵王山の火山性地震と微動

2013年3月以降、活動が活発化

4/9   
35回

4/1 
1回

蔵王山火山活動解説資料、気象庁、2013年3月

蔵王山火山活動解説資料、気象庁、2013年3月 蔵王山の火山活動解説資料、気象庁、1013年3月

火山性微動の波形の例

蔵王山火山観測解説資料、気象庁、2013年3月

継続時間7分30秒

継続時間4分10秒、長周期卓越

火山性微動の発生と傾斜変化 関係は不明
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GNSS（GPS改定）観測点

全地球航法衛
星システム

(Global Navigation  
Satellite  System)

▲

１

２
３

蔵王山火山観測解説資料、気象庁、2013年3月

１

２

基線長の変化

変動は、東北地方太平洋沖地震の影響で、火
山活動による変化は認められない。

蔵王山火山活動解説資料、気象庁、2013年3月

３

蔵王山を北西～南東に横切る基線、変動認め
られず

蔵王山火山活動解説資料、気象庁、2013年3月

御釜・丸山噴気地帯の状況、顕著な変化なし

蔵王山火山活動解説資料、気象庁、2013年3月

現在の蔵王山

火山性地震・微動の活動が活発
化しているが、顕著な地殻変動・
表面現象はない。過去の活動か
ら御釜を中心とする馬の背カル
デラでの水蒸気爆発・湖水沸騰
などの可能性があるが、いつ、ど
の程度かは・・わからない。事前
予測は困難。立ち入り規制以外
の安全対策はない。

火口近くまで多くの観光客

観光と安全の兼ね合い

レベルごとの規制のあり方、安
全対策、当面の課題

減災のための体制構築が

必要⇒1998年岩手山噴火
危機対応も参考に！
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4，1998年岩手山噴
火危機対応に学ぶ

日本～アメリカ大陸付近でのプレートの運動

北アメリカ

日本

地震調査推進本部パンフレット（２０１０
年）

4-1、火山噴火のメカニズ
ム

日本列島の地下でのマグマの生成と噴火

世界の火山百科図鑑、日本火山の会、柊風舎（2008年）

（全図と断面の向きが逆）

日本の火山
の分布

活火山は108
（2013年時点では
110）

星住・中田、AIST  
today（2004年12月）

岩手山★

過去1万年以内に噴火
噴気活動などがある

岩手山火山防災ハンドブック、岩手山火山災害対策検討委員会（1998
年）

2005年5月5日、斎藤撮影

岩手大学から望む岩手山

4-2、岩手山とはどんな山
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岩手山山頂上空から西岩手をのぞむ
1998年6月30日撮影 国土交通省岩手工事事務所提供

岩手山上空から西岩手山をのぞむ

1998年6月30日撮影、建設省
岩手工事事務所

西岩手山 東岩手山
薬師岳山頂

大地獄谷

黒倉山

鬼ケ城

御苗代湖

西岩手カルデラ

北西上空からの岩手山

1998年6月30日撮影、建設省
岩手工事事務所提供

岩手山の特徴
１、火山周辺での人口密集

盛岡市・八幡平市・雫石町・滝沢村、
人口約40万人

２、静穏期が長い

活火山との認識欠如、対策なし

３、日本最大級の成層火山 岩屑なだれ７回

西岩手・東岩手新旧二つ噴火形態

岩手山の最近の噴火

約70万年歴史、東岩手は6千年前から

915～1686年 山頂マグマ噴火多数

1686年 山頂マグマ噴火

1732年 山腹噴火（焼走り溶岩流流出）

1919年 大地獄谷水蒸気爆発

（1998年 噴火危機、地震・微動・地殻変
動・表面現象 1998~2003年入山規制）

噴火を見た人はおらず、防災体制皆無

最初の
兆候
「火山性
微動」

岩手日報、1995年10月3日

4-3、活動の
始まり

臨時火山情報第２号
（1998年5月24日）

噴火の可能性の文言

１９９８年５月２５日 岩手日報
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噴火災害の特徴～その多様性
＊火口はどこになるか

＊いつ噴火するか

＊噴火災害の種類の多様性

噴石・火山灰・溶岩流・火砕流・火砕サージ・土石
流・融雪型火山泥流・山体崩壊

＊規模はどの程度か

＊いつまで継続するのか

火山災害の軽減のために

１、火山活動の監視

２、災害予測地域の想定

３、緊急対策の立案と試行
（他の自然災害にも準用可能）

山頂山頂

玄武洞
相の沢

松川

松尾

焼走り

岩手山

東北大学岩手山
火山観測点

６箇所の定常観
測点（地震計・歪
計・傾斜計など）

他に臨時観測点
多数
東北大学地震・噴火予知
研究観測センター

4-4、観測体
制の整備

岩手山で実用化されたレグモス

Ｒｅｍｏｔｅ ＧＰＳ
Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ ｓｙｔｓｅｍ

姥倉山ー黒倉
山分岐部

国土地理院撮影

ＧＰＳ連続観測による基線長の変化 東北大学地震・噴火予知研究観測
センター

玄武洞ープータロ村

岩手高原ープータロ村
玄武洞 岩手高原

プータロ村

岩手山

↓

↑

１0cm

岩手山の日別地震回数と噴気の変化

噴気ランクは土井宣夫・小枝子氏の観測による

年

２８５

年
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4-5、火山防災マップ、災害対策図、
防災ガイドラインの策定

公的な委員会の立ち上げ

「岩手山の火山活動に関する検討
会」（内閣府、火山防災協議会と認定）

「岩手山火山災害対策検討委員会」
など

＊岩手の特徴

「ＩＮＳ岩手山火山防災検討会」が機
関の連携図る

防災マップ
作成開始

１９９８年７月８日
岩手日報

１９９８年７月２２日
公表

（報道用簡略版）

岩手山火山災害対策検討委員会

1998年7月22日公表
２週間で西側マップ

想定は目安
1/10超過確率
日雨量166mm

岩手山火山防災マップ
（東側マグマ噴火、

西側水蒸気爆発）の公表
１９９８年１０月９日

防災マップ完成

周辺市町村全世帯配
布

岩手山火山災害対策検討委員
会

3200年前大地獄谷水蒸気爆発、
1868年山頂噴火と同規模、実際
は異なる

目安である
ことを周知

火山活動と防災
対応の仮想シナ
リオ

2000年3月
わが国初の
火山防災
ガイドライン

岩手山との共生をめざ
して、建設省岩手工事
事務所（2001年8月）

2015年3月見直し

滝沢村火山災害
対策図の一部

マップ作成時に平行
して対策を進めた
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噴火対策防災訓
練

岩手日報、1998年10月19日

4-6、噴火対策防

災訓練、住民説
明会、啓発事業

6市町村2巡回

一度は避難の
訓練を！

太田九大教授の防災セミナー
県民会館大ホール満席

１９９８年８月１２日、 岩手日報

啓発
活動

岩手日報、１９９８年７月
２８日（夕）

地域住民へのマップ説明会
対話集会

いわてさん

あ

１９９８年９月４日、岩手日報

4-7、衝撃、

［岩手山南西
部の地震」

1998年9月3日

自然災害は起き
るとの認識

関係機関の情報連絡体制

1998年岩手山噴火危機対応の記録、岩手県・国土交通省岩手河川国道事務所（2005
年

4-8、構築された防災体制

光ケーブル網、監
視機器設置計画

山頂

イーハトーブ火山局

焼走り下倉山

八幡平

玉山

馬返し

御神坂

ナリヤ沢

岩手河川国道事務所

イーハトーブ火山局、建設省
岩手工事事務所・松尾村
（1999年）
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黒倉山~乳母倉山北斜面での笹枯れ

１９９９年７月２７日、斎藤撮影

三角岩

Ｆ１

Ｆ２

Ｆ３黒姥北１号
噴気

分岐

縦
ス
ジ

4-9、西岩手山で噴気活発化 噴気群の出現

盛岡タイムス、飯岡記者撮影

黒姥北１号
噴気

Ｆ１

三角岩

１９９９年１０月１６日

黒倉山山頂の強い噴気

２００３年２月１８日、齋藤撮影

薬師岳山頂

黒倉山山頂
鬼ケ城

大地獄谷から稜線を越えて
立ち昇る強い噴気

2003年2月13日、齋藤撮影 主噴気孔

今、なぜ入山規制緩和なのか
噴火がないまま３年を経過

１、地域経済への影響

岩手高原スキー場（98,9,17休止）

東八幡平リゾートホテル(01,2.21 閉鎖）

２、観測体制の整備、前兆掌握可

東側の噴火は切迫していないとの認識で

沈静化していない火山との共生体制を模索

4-10、入山規制の緩和、共生を目指す
東側規制緩和の条件

2001年7月1日～10月8日
（体育の日）
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御神坂-鬼ケ城分岐の緊急通報装置

2001年6月18日

登山者カード

２００１年７月１日
東側入山規制緩和

２００１年７月２日、岩手日報

黒倉山・大地獄谷からの強い噴気

２００４年１月２５日土井宣夫氏撮影

黒倉山

大地獄谷

全山で入山規制緩和
２００４年７月１日

２００４年７月２日、盛岡タイムス

岩手山

観測井

マ
グ
マ

地震

三ツ石山

東北大学浜口博之教授による
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岩手ネットワークシステム（INS）

「岩手山火山防災検討会」

大学、行政・防災機関、民間企業、

報道機関など、約50の機関の個人

土曜日の午後、岩手大学工学部食堂

（交流会付）71回開催

4-11、顔の見える個人と機関の連携 「学」東北大学理学研究科地震・噴火予知研究観測センター、

岩手大学工学部・農学部･教育学部、岩手県立大学看護学部

「官」国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所・国土地理院東北測量部・

盛岡地方気象台

盛岡森林管理署、環境省東北地区自然保護事務所

陸上自衛隊岩手駐屯地、岩手県警察本部

岩手県総務部綜合防災室・県土整備部砂防課・商工観光労働部観光課・

環境生活部自然保護課

盛岡市、雫石町、滝沢村、西根町、玉山村、松尾村

盛岡地区広域行政事務組合消防本部

「ライフライン」日本道路公団盛岡管理事務所、東日本旅客鉄道（株）盛岡

支社、東日本電信電話（株）岩手支店、東北電力（株）岩手支店

「報道機関」ＮＨＫ盛岡放送局、ＩＢＣ岩手放送、テレビ岩手、岩手めんこいテレ

ビ、岩手朝日テレビ、岩手日報社、盛岡タイムス、各全国紙盛岡支局

「防災･情報関係企業、他」企業各社、岩手県山岳協会、滝沢村山岳協会、全労済

岩手県本部、岩手県農業共済連合会、岩手県観光協会、

INS岩手山火山防災検討会、参加者の所属機関 （名称変更あり）

岩手大学工学部食堂での「ＩＮＳ岩手山火山防災検討会」定例会

第47回、2004年2月21日、齋藤撮影

１９９９年９月１６日、斎藤撮影

交流会で挨拶する野口気象台長

岩手方式の火山防災

住民を防災の主体に位置付
け

報道機関との緊密な連携

減災の四角錐体制（研究者・行政
機関・報道機関・住民が連携して

地域の安全を守る）の実践
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岩手山火山防災ガイドライン

県は必要に応じて【岩手山の火山活動に関す

る検討会】から火山活動の現状に関する学術的

助言を受け、警戒本部長(知事)を中心に協議・

判断し、市町村長に避難の勧告に関して助言

学術的判断→防災実務判断

岩手山の火山活動に関する検討会(学術的助言) 連帯して、

岩手県知事(防災助言)市町村長(法的責任) 連帯責任

マグマの貫入時 １９９８年２～４月、８月

岩手山防災は丸腰であった

火山防災マップは同１０月９日公表

今回の噴火危機対応の最大の教訓は、

【岩手方式】の火山防災対策の構築ではなく

平時の備えの重要さの再認識

このたびの噴火危機対応の終わりは、次の噴

火への備えのスタートでもある。

4-12、教訓

教訓

平時の備え

機関・人の連携
行政の課題

職員の専門性と継続性の欠如

噴火時等の避難に係わる火山防災
体制の指針(内閣府、２００８年３月）

・火山ごとに火山防災協議会など
の設置、コアグループの形成

御岳山噴火で設置指導強化

・火山エキスパートの立ち上げ

4-13、火山防災協議会は機能
するか

火山防災協議会の位置づけ

シナリオ難しい、マップは目安、警戒レベルの課題の中で
協議会が機能できるのか？

室長：会長

委員長：齋藤17
年間継続取り組
み

実践の実績

2015年
4月
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組織として整うが、実務的に機能す
るか？

危機管理監、防災室長がトップ、関
係機関担当者はあて職、専門性と継
続性の欠如

防災会議のように形骸化しないか 所
詮、霞ヶ関の机上の空論か責任転嫁か。せめて関係者の啓
発、勉強会を繰り返し実施すべし

蔵王山火山防災協議会、2015年3月23日発足

使命感を持つ関係者の
顔の見える付き合いが
不可欠、結局は

17年前に設立したINS検
討会の理念に戻る
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